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安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。

経済連情報

▲東京都中央卸売市場でトップセールスを開催

▲県知事に「うまレタ。」を贈呈
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経営管理委員会会長

河原﨑 友二

令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
本
年
が
皆
様
方

に
と
って
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
本

会
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
我
が
国
の
経
済
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に
伴
い
、
観
光
地
や
イ
ベ

ン
ト
等
への
人
出
が
増
加
す
る
な
ど
社
会
生
活
の

正
常
化
への
動
き
が
進
ん
だ
こ
と
に
加
え
、
半
導

体
不
足
の
緩
和
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
よ
り

景
況
感
に
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
り
食
料
安
全

保
障
や
国
内
自
給
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
生
活
必
需
品
や

電
気
代
・
燃
料
代
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
、
円
安
の
加
速
、
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
な
ど

懸
念
材
料
も
多
く
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
「
Ｊ
Ａ
静
岡
２
か

年
計
画
～
組
合
員
と
と
も
に
創
造
„
農
業
と
協

同
の
未
来
〝
～
」
の
初
年
度
と
し
て
、「
産
地
の

維
持
・
拡
大
に
向
け
た
農
業
振
興
強
化
」「
新

時
代
に
対
応
し
た
総
合
事
業
改
革
」「
持
続
可

能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
く
、
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
６
年
も
課
題
に
対
し
て
緊
急
性
と
重
要
性

を
考
慮
し
、
組
合
員
の
皆
様
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
って
役
職
員
一
丸
と
な
って
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
関
係
す
る
皆
様
に
は
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
１
年
間
が
静
岡
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

令
和
６
年　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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代表理事理事長

石川 和弘
代表理事専務

鎌野 厚
常務理事

山下 昌徳
常務理事

藤野　勉
常勤監事

市川 敬弘

旧
年
中
は
、
本
会
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
を
み

ま
す
と
、
農
業
就
業
人
口
が
減
少
す
る
中
、
農

業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
減
少
に
伴
う
労
働

力
不
足
の
深
刻
化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
加

え
て
、
農
業
生
産
資
材
物
価
指
数
の
上
昇
率
に

比
べ
て
農
産
物
物
価
指
数
の
上
昇
率
は
低
調
で
、

資
材
価
格
上
昇
分
が
農
産
物
価
格
に
反
映
さ
れ

な
い
状
況
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
、
家
畜
伝
染

病
な
ど
生
産
基
盤
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
要

因
も
多
く
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
環
境
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
「
Ｊ
Ａ
静
岡
２
か

年
計
画
」
の
初
年
度
と
し
て
、
販
売
事
業
で

は
「
実
需
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
販
売
機
能
の
強
化
」「
多
様
な
実
需
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
販
売
方
法
の
拡
大
」「
継
続
的

な
農
業
経
営
を
維
持
す
る
た
め
の
生
産
拡
大
の

支
援
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
購

買
事
業
で
は
「
コ
ス
ト
低
減
と
農
作
業
の
効
率

化
に
向
け
た
支
援
」「
組
合
員
や
地
域
住
民
の 

Ｊ
Ａ
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
支
援
」
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
６
年
に
つ
き
ま
し
て

も
、
２
か
年
計
画
の
達
成
に
向
け
邁
進
す
る
と

と
も
に
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
組
合
員
・
会

員
・
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
県
連
機
能

を
発
揮
し
、
信
頼
さ
れ
る
経
済
連
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
を
は
じ
め
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
静
岡
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に

と
っ
て
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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topics & news

質
な
本
県
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

競
売
場
で
挨
拶
し
た
河
原
﨑
友
二
経
営

管
理
委
員
会
会
長
は
「
生
産
コ
ス
ト
が
上

が
る
中
、
生
産
者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
が
一
丸
と
な
っ
て
、
市
場
の
期
待
に
応

え
る
高
品
質
な
農
産
物
を
安
定
供
給
で
き

る
よ
う
数
量
の
確
保
に
努
め
て
い
く
」
と

話
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
る

青
島
み
か
ん
、
静
岡
い
ち
ご
、
レ
タ
ス
な

ど
の
農
産
物
を
展
示
し
た
他
、
静
岡
い
ち

ご
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う「
静
岡
い
ち
ご
娘
」

よ
り
来
場
者
に
本
県
産
の
い
ち
ご
と
み
か

ん
を
手
渡
し
、
消
費
拡
大
と
販
売
促
進
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

企
画
管
理
課
は
12
月
１
日
、
県
農
業
会

館
で
「
令
和
５
年
度
第
２
回
静
岡
県
Ｊ
Ａ

営
農
経
済
部
長
会
」
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ

の
営
農
経
済
部
門
担
当
部
長
ら
38
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
同
部
長
会
の
会
長
を

務
め
る
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
の
山
田
喜
昭
営

農
生
産
部
長
が
「
部
長
会
で
の
情
報
交
換

を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
と
地
域
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
続
け

る
た
め
の
事
業
展
開
に
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

情
勢
報
告
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
よ
り
全

農
の
海
外
事
業
情
勢
（
飼
料
・
肥
料
）
に

つ
い
て
報
告
し
た
他
、
本
会
か
ら
は
令
和

５
年
度
の
決
算
見
込
み
と
事
業
概
況
、
令

和
6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
な
ど
を
共
有

し
ま
し
た
。

県
下
J
A
グ
ル
ー
プ
の
連
携
を
図
る

令
和
５
年
度
第
２
回
静
岡
県

J
A
営
農
経
済
部
長
会
を
開
催

み
か
ん
園
芸
部
は
12
月
14
日
、
15
日
の

両
日
、
東
京
都
内
で
「
静
岡
県
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
青
果
・
柑
橘
・
花
卉
販
売
促
進
活
動
」

を
実
施
し
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
会
長
・
組
合
長

ら
役
職
員
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
14

日
は
販
売
懇
談
会
を
開
催
し
、
京
浜
地
区

の
卸
売
会
社
に
青
果
・
柑
橘
・
花
卉
販
売

の
生
産
資
材
価
格
高
騰
に
よ
る
経
営
費
の

変
化
と
県
内
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
主
力

品
目
の
生
産
者
代
表
に
よ
る
ビ
デ
オ
レ
タ

ー
で
産
地
の
声
を
届
け
、
産
地
と
パ
ー
ト

ナ
ー
市
場
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。

15
日
は
大
田
市
場
と
豊
洲
市
場
で
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
市
場
関
係
者
に
高
品

大
田・豊
洲
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
開
催

静
岡
県
J
A
グ
ル
ー
プ
青
果・柑
橘・花
卉
販
売
促
進
活
動

▲大田市場でのトップセールス

▲豊洲市場でのトップセールス

▲展示された県産農産物（大田市場） ▲いちごとみかんを手渡す静岡いちご娘
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topics & news

農
業
機
械
課
は
11
月
21
日
～
22
日
の
２

日
間
、
焼
津
市
の
同
課
で
「
ク
ボ
タ
・
ト

ラ
ク
タ
技
術
研
修
会
」
を
開
き
、
県
内
Ｊ

Ａ
の
担
当
者
ら
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
実
演
機
２
台
を
使
用
し
、

ト
ラ
ク
タ
の
基
礎
知
識
と
し
て
自
動
化
制

御
の
概
要
、
故
障
診
断
ツ
ー
ル
の
使
用
方

法
と
し
て
サ
ー
キ
ッ
ト
テ
ス
タ
の
取
扱

い
、
点
検
方
法
な
ど
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
県
内
Ｊ
Ａ
の
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
で

は
、
収
支
改
善
、
若
手
職
員
の
育
成
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
各
Ｊ
Ａ
と
本
会
が
連

携
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
合
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
課
は
「
今
後
は
ト
ラ
ク
タ
以
外
で
も

積
極
的
に
県
内
で
修
理
整
備
技
術
に
関
す

る
研
修
会

を
開
催
し
、

職
員
の
技

術
向
上
と

農
機
事
業

の
持
続
化

に
つ
な
げ

た
い
」
と

話
し
ま
し

た
。

11
月
21
日
、
静
岡
県
レ
タ
ス
協
議
会

（
事
務
局
：
野
菜
花
卉
課
）
は
、
静
岡
市

葵
区
の
静
岡
県
庁
で
静
岡
レ
タ
ス
「
う
ま

レ
タ
。」
を
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
、
出

野
勉
副
知
事
ら
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
協

議
会
の
神
﨑
智
洋
会
長
（
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン

レ
タ
ス
委
員
会
委
員
長
）
ら
７
人
が
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
本
格
出
荷
を
前
に
生
育
状
況

を
報
告
し
、
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
う
ま
レ
タ
。」
は
、
静
岡
県
産
レ
タ
ス
の

統
一
ブ
ラ
ン
ド
で
、
同
協
議
会
が
平
成
30

年
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
ま
し
た
。

神
﨑
会
長
ら
は
「
本
年
度
は
台
風
な
ど

の
被
害
が
少
な
く
、
生
育
は
順
調
で
品
質

の
良
い
レ
タ
ス
が
出
荷
で
き
る
見
込
み
、

一
生
懸
命
作
っ
た
レ
タ
ス
を
多
く
の
人
に

本
会
と
Ｊ
Ａ
静
岡
中
央
会
、
静
岡
県
信

連
、全
共
連
静
岡
県
本
部
は
12
月
８
日
、静

岡
市
内
で
「
令
和
５
年
度
系
統
経
営
者
研

究
会
」
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
組
合
長
ら

１
１
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
県
４
連
合
会
合
同
に
よ
る
協
議
を
通

じ
、
県
域
の
一
体
性
と
協
調
性
を
高
め
る

こ
と
が
目
的
で
、
各
連
合
会
か
ら
令
和
５

年
度
の
事
業
状
況
や
令
和
６
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。
本
会
か
ら

は
、
河
原
﨑
友
二
経
営
管
理
委
員
会
会
長

が
挨
拶
し
、
石
川
和
弘
代
表
理
事
理
事
長

が
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
報
告
し
、
川
勝

知
事
は
「
品
質
の
高
い
『
う
ま
レ
タ
。』

ブ
ラ
ン
ド
を
ぜ
ひ
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

県
と
し
て

も
生
産
と

消
費
の
両

面
で
協
力

し
た
い
。」

と
話
し
ま

し
た
。

県
産
レ
タ
ス
を
Ｐ
Ｒ

「
う
ま
レ
タ
。」を
県
知
事
に
贈
呈

系
統
経
済
事
業
の
発
展
を

令
和
５
年
度
系
統
経
営
者

研
究
会
を
開
催

農
機
事
業
持
続
化
の
た
め

ク
ボ
タ
・
ト
ラ
ク
タ
技
術

研
修
会
を
開
催

▲挨拶する河原﨑会長

▲川勝知事への贈呈

▲出野副知事への贈呈
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食
糧
課
は
、
令
和
５
年
12
月
か
ら
令
和

６
年
３
月
ま
で
の
期
間
、
米
飯
給
食
の
地

場
産
化
の
取
組
と
し
て
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
な

ん
す
ん
地
区
管
内
（
沼
津
市
、裾
野
市
、長

泉
町
、
清
水
町
）
の
４
市
町
全
て
の
小
・

中
学
校
の
給
食
で
、
地
元
で
栽
培
さ
れ
た

米
を
「
す
く
す
く
米
」
と
し
て
供
給
し
ま

す
。取

組
は
、Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
が
提
案
し
、県

学
校
給
食
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
実
現
し

ま
し
た
。
地
場
産
米
の
使
用
で
地
産
地
消

の
促
進
や
食
育
の
強
化
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
米
の
安
定
生
産
と
継
続
的

な
販
路
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

生
産
振
興
開
発
課
は
、
Ｊ
Ａ
静
岡
中
央

会
と
共
催
で
、
営
農
経
済
部
門
の
初
任
職

員
の
研
修
会
を
、
菊
川
市
の
静
岡
県
農
業

研
修
会
館
な
ど
で
開
き
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
前
後
期
で
２
回
実
施
し
、

今
回
は
後
期
日
程
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
班
は
11
月
28
日
・
29
日
、
第
２
班
は

12
月
５
日
・
６
日
の
そ
れ
ぞ
れ
２
日
間
実

施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
土
壌
診
断
の
基
礎
知
識
や

農
作
業
事
故
に
関
す
る
講
座
な
ど
を
受
講

し
た
他
、
磐
田
市
の
県
農
林
技
術
研
究
所

と
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ン

ゲ
ン
サ
イ
の
生
産
者
、
中
村
雅
俊
さ
ん
が

「
営
農
指
導
員
へ
望
む
こ
と
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会

の
最
後
に

は
参
加
者

一
人
一
人

が
決
意
表

明
し
、
信

頼
さ
れ
る

営
農
指
導

員
を
目
指

す
こ
と
を

誓
い
ま
し

た
。

「
す
く
す
く
米
」で
食
育
強
化

学
校
給
食
に
地
場
産
米
を
供
給

新
任
営
農
経
済
職
員
が
知
識
技
能
を
習
得

営
農
経
済
事
業
初
任
者
研
修
会
を
開
催

令
和
５
年
産
の
収
穫
に
感
謝
を
捧
げ
る

草
薙
神
社
新
嘗
祭
･
祈
願
祭
で
県
産
米
を
奉
納

食
糧
課
は
11
月
23
日
、
静
岡
市
清
水
区

の
草
薙
神
社
で
執
り
行
わ
れ
た
新
嘗
祭
で
、

令
和
５
年
産
米
の
収
穫
に
感
謝
を
捧
げ
る

た
め
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
奉
納
し
ま
し
た
。

▲新嘗祭で新米を奉納する関係者

▲すくすく米を使用した献立

▲農林技術研究所を視察する参加者

▲合格祈願米

ま
た
、
併
せ
て
開
催
し
た
祈
願
祭
で
は
、

自
動
車
販
売
店
を
運
営
す
る
ト
ヨ
タ
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
静
岡
㈱
と
と
も
に
、
奉
納
し
た

米
と
同
じ
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
、
健
康
長

寿
、
病
傷
平
癒
、
合
格
祈
願
、
商
売
繁
盛

な
ど
を
ご
祈
祷
し
ま
し
た
。
ご
祈
祷
を
受

け
た
米
は
、
同
社
協
力
の
も
と
受
検
生
へ

合
格
祈
願
米
と
し
て
配
布
す
る
他
、
同
神

社
で
撤
饌
米（
て
っ
せ
ん
ま
い
）と
し
て
頒

布
、
本
会
が
「
精
米
２
合
パ
ッ
ク
（
メ
ッ

セ
ー
ジ
ラ
イ
ス
）」と
し
て
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
直
営
焼
肉
店
「
駿
府
の
肉

処
静
岡
そ
だ
ち
」
で
12
月
末
ま
で
提
供
し

ま
し
た
。

▲祈願のようす
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野
菜
花
卉
課
は
11
月
17
日
、
静
岡
市
駿

河
区
の
県
農
業
会
館
で
「
令
和
５
年
度
静

岡
県
花
卉
販
売
対
策
会
議
」
を
開
き
、
主

力
の
卸
売
会
社
、
県
内
Ｊ
Ａ
、
本
会
な
ど

か
ら
関
係
者
26
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
卸
売
会
社
が
花
き
の
消
費

動
向
と
市
場
の
情
勢
を
報
告
し
、
各
Ｊ
Ａ

の
花
き
担
当
者
か
ら
は
産
地
に
お
け
る
品

質
維
持
と
安
定
出
荷
の
取
組
と
し
て
夏
場

の
高
温
対
策
な
ど
の
生
産
振
興
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
コ
ス
ト
の

上
昇
が
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

本
会
は
、各
品
目
の
秋
冬
期
出
荷
計
画
と

販
売
戦
略
を
共
有
し
、
令
和
５
年
度
の
花
き

販
売
目
標
金
額
は
61
億
円
と
し
ま
し
た
。

静
岡
県
野
菜
振
興
協
会
（
事
務
局
：
野

菜
花
卉
課
）
は
12
月
19
日
、
県
農
業
会
館

で「
第
34
回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

品
評
会
は
、
生
産
技
術
と
品
質
向
上
が

目
的
。
県
内
10
Ｊ
Ａ
か
ら
「
紅
ほ
っ
ぺ
」

１
１
７
点
、「
き
ら
ぴ
香
」
33
点
、
章
姫
1

点
の
計
１
５
１
点
が
出
品
さ
れ
、
最
高
位

の
金
賞
１
席
・
農
林
水
産
大
臣
賞
は
、
Ｊ

Ａ
大
井
川
の
増
田
昌
拡
さ
ん
の
「
紅
ほ
っ

ぺ
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

県
農
林
技
術
研
究
所
の
岩
﨑
敏
之
所
長

が
審
査
長
を
務
め
、
県
職
員
や
市
場
関
係

者
、
消
費
者
代
表
ら
14
人
が
、
形
状
や
色

沢
、玉
ぞ
ろ
い
な
ど
の
外
観
と
食
味
、肉

質
な
ど
の
内
容
を
審
査
。
出
品
物
の
最

高
糖
度
は
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
の

15.3
度
、
平

均
糖
度
は
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
が

11.3
度
、「
き

ら
ぴ
香
」
が

12.1
度
で
し
た
。

上
位
入
賞
者
の
表
彰
は
、
令
和
6
年

7
月
9
日
に
開
催
す
る
「
静
岡
県
い
ち

ご
生
産
者
研
究
大
会
」
で
行
い
ま
す
。

金
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

販
売
計
画
な
ど
を
共
有

静
岡
県
花
卉
販
売
対
策
会
議
を
開
催

静
岡
い
ち
ご
の
品
質
と
栽
培
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
て

第
34
回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会

▲外観審査のようす

▲金賞に入賞したいちご
▲�金賞１席　増田昌拡さん
（JA大井川）の紅ほっぺ

賞 J A 名 氏 名 品 種 特 別 賞

金 賞

1 席 J A 大 井 川 増 田 　 昌 拡 紅 ほ っ ぺ
農 林 水 産 大 臣 賞
静 岡 県 農 業 協 同 組 合 中 央 会 会 長 賞
静 岡 県 京 浜 地 区 果 実 流 通 協 議 会 会 長 賞

2 席 J A 遠 州 夢 咲 匂 坂 　 佳 弘 紅 ほ っ ぺ
関 東 農 政 局 長 賞  
静 岡 県 経 済 農 業 協 同 組 合 連 合 会 理 事 長 賞

3 席 J A 遠 州 夢 咲 小 田 　 貴 生 紅 ほ っ ぺ
静 岡 県 知 事 賞  
静 岡 県 信 用 農 業 協 同 組 合 連 合 会 理 事 長 賞

4 席 J A 遠 州 夢 咲 渡 邉 　 裕 介 紅 ほ っ ぺ
静 岡 県 農 林 水 産 業 振 興 会 会 長 賞
静 岡 県 厚 生 農 業 協 同 組 合 連 合 会 理 事 長 賞

5 席 J A ふ じ 伊 豆
（ 伊 豆 の 国 地 区 ） 永 倉 　 玄 太 き ら ぴ 香

静 岡 県 経 済 産 業 部 長 賞
全 国 共 済 農 業 協 同 組 合 連 合 会 静 岡 県 本 部 長 賞
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作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします
作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします 営 農 支 援 だより

▲写真２　太い枝も容易に切ることができる

▲写真１　狭い園地でも移動は容易
　(右上)モーターを内蔵した車輪

四 

お
わ
り
に

　

最
後
に
使
用
上
の
注
意
点
を
述
べ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
機

器
も
安
全
性
に
は
留
意
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
簡
単
に
大
き
な
力
が
出
る
機
器
で

す
。
利
用
す
る
際
は
、
準
備
や
手
順
な

ど
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
電
気
製
品
で
す
の
で
、
水
濡
れ

に
は
要
注
意
で
す
。
機
器
が
動
か
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
発
火
な
ど
の
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
以
外
に
も
農
業
に
使

え
そ
う
な
電
動
機
器
が
、
商
品
化
さ
れ

は
じ
め
て
い
ま
す
。上
手
に
使
っ
て「
プ

チ
」
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

（
柑
橘
果
樹
課　

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
吉
川
公
規
）

「
プ
チ
」ス
マ
ー
ト
農
業
の

す
す
め

一 
は
じ
め
に

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
動
走
行
の
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
や
Ｔ
Ｖ

を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
時
点

で
は
非
常
に
高
価
で
作
目
も
限
定
さ
れ
、

違
う
世
界
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
、
電
動
化
な
ど
の
資
材
進

化
の
波
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
空
調
服
を
使

用
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
猛
暑

の
中
で
の
作
業
に
必
須
の
資
材
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
様
々
な
資

材
・
機
材
が
進
化
し
て
い
ま
す
。
ス
マ

ー
ト
農
業
と
い
う
に
は
お
こ
が
ま
し
い

の
で
、
こ
こ
で
は
「
プ
チ
」
ス
マ
ー
ト

農
業
と
し
て
、
二
つ
の
機
材
を
紹
介
し

ま
す
。

二 

　
電
動
一
輪
車

柑
橘
で
は
収
穫
や
施
肥
な
ど
で
重
量

物
を
動
か
す
作
業
が
あ
り
ま
す
。
平
坦

な
園
地
で
は
、
四
輪
や
ク
ロ
ー
ラ
ー
の

エ
ン
ジ
ン
式
運
搬
車
が
、
傾
斜
地
や
段

畑
で
は
、
一
輪
車(

ネ
コ
車)

が
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
一
輪
車
は
、
通
路
が
な

い
よ
う
な
園
内
で
も
取
り
回
し
や
す
く
、

三  

電
動
バ
サ
ミ

　

電
動
せ
ん
定
バ
サ
ミ
も
、
産
業
機
器

の
電
動
化
の
恩
恵
と
い
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
電
動
バ
サ
ミ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

価
格
や
重
量
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
が
課

題
と
な
り
、
利
用
は
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

建
設
現
場
で
は
、
手
持
ち
で
使
う
ド

リ
ル
や
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
数
多
く
の
道

具
が
電
動
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
様
々
な
機
器
が
開
発
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
流
れ
は
農
業
用
機
器
に
も

及
び
、
比
較
的
安
価
に
商
品
化
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電
動
せ
ん
定
バ

サ
ミ(

写
真
２)

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

販
売
さ
れ
て
い
る
電
動
せ
ん
定
バ
サ

ミ
の
多
く
は
、
重
さ
１
ｋｇ
弱
で
交
換
式

バ
ッ
テ
リ
ー
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
。
軽

く
な
っ
た
と
言
っ
て
も
、
ま
だ
重
い
と

思
わ
れ
る
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
従
来
は
ノ
コ
ギ
リ
が
必
要
な
太
枝

も
簡
単
に
切
れ
ま
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
も

半
日
程
度
は
持
ち
、
予
備
が
１
個
あ
れ

ば
、
一
日
の
作
業
を
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
細
か
な
作
業

よ
り
も
、
太
い
枝
を
切
る
こ
と
が
多
い

ウ
メ
な
ど
の
せ
ん
定
に
、
適
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
せ
ん
定
バ
サ
ミ
、
電
動

バ
サ
ミ
、
ノ
コ
ギ
リ
の
３
種
を
使
い
分

け
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

比
較
的
安
価
で
す
。
し
か
し
、
荷
物
が

載
る
と
腕
力
が
必
要
で
、
上
り
道
を
押

し
て
い
く
の
は
非
常
に
大
変
で
す
。
エ

ン
ジ
ン
付
の
一
輪
車
も
あ
り
ま
す
が
、

車
体
が
重
く
な
り
ま
す
。

近
年
、
自
動
車
な
ど
の
Ｅ
Ｖ
化
と
同

じ
よ
う
に
、
電
動
化
は
一
輪
車
に
も
波

及
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
、
ホ
イ
ー

ル
内
に
モ
ー
タ
が
あ
る
車
輪
を
、
日
ご

ろ
使
っ
て
い
る
一
輪
車
に
取
り
付
け
て

電
動
化
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
タ
イ

ヤ
を
交
換
す
る
よ
う
な
作
業
で
改
良
で

き
ま
す
。
重
量
の
増
加
も
エ
ン
ジ
ン
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
イ
ッ
チ
一
つ

で
動
き
、
取
り
扱
い
も
容
易
で
す(

写

真
１)
。

柑
橘
産
地
で
は
、
傾
斜
地
の
園
地
が

多
い
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
の
西
浦
地
域
を
中

心
に
利
用
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担当　建設部　054-284-9523

建設部は組合員の皆様に快適な住環境を提供するためリフォーム事業に
取り組んでおり、予算と希望に合わせ幅広くお手伝いをしています。
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令和5年度東海北陸地区県経済連・令和5年度東海北陸地区県経済連・
　　　全農県本部親善野球大会に出場！　　　全農県本部親善野球大会に出場！

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレ
ビ番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11
回放送）に協賛し、県産米のＰＲを行っています。
　令和５年度の第８回目（12月16日）の放送では、タレント
の村上佳菜子さんと本谷育美アナウンサーの2人が三島市と
沼津市から「するがの極」の令和５年産の新米を紹介しまし
た。「するがの極」は、JAふじ伊豆なんすん地区を中心に生産
される地域のブランド米で、厳選された「きぬむすめ」の一
等米のみを使用し、粘りが強くもちもちとした食感が特徴で
す。
　番組では、ビデオメッセージで出演したJAふじ伊豆の生産
者、加藤祥行さんが「炊き上がりが艶やかで粘りが強く、美

味しいお米です。ぜひ食べてみてください」と話し、「するが
の極」をPRしました。

　９月８日と９日、本会野球部は、富山県で行われた令和５年度東海北陸地区県経済連・全農県本部親善野球大会
に出場しました。本県をはじめ全７チームが出場し、トーナメント形式で優勝を争いました。本会は惜しくも準決勝で
敗れてしまいましたが、職員相互の親睦を深めました。
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勤続 25 年
氏　　名 所　　属 採 用 日

1 手 塚 弘 樹 畜産バイオセンター 平成10年4月1日

2 森 田 貴 之 肥料農薬課 平成10年4月1日

3 増 田 亮 太 食糧課 平成10年4月1日

4 永 井 公 子 総合エネルギー課 平成9年4月1日

5 杉 山 富 美 子 柑橘果樹課 平成10年4月1日

6 杉 山 　 忍 肥料農薬課 平成9年10月1日

7 稲 垣 ま さ 子 建設課 平成10年4月1日

勤続 30 年
氏　　名 所　　属 採 用 日

1 長 橋 隆 史 食糧部 平成6年4月1日

2 夏 目 　 泉 営農資材課 平成6年4月1日

3 石 田 政 之 食肉課 平成6年4月1日

4 夏 目 英 俊 肥料農薬課 平成6年4月1日

5 高 木 一 広 食糧課 平成6年4月1日

6 山 内 唯 晃 中部生産資材課 平成6年4月1日

7 村 松 俊 典 西部生産資材課 平成6年4月1日

8 永 田 晋 也 総務部付出向 平成6年4月1日

永井 公子 稲垣 まさ子 杉山  忍 杉山 富美子

常務理事
山下 昌徳

代表理事理事長
石川 和弘

常務理事
藤野 勉　

(右上）
手塚 弘樹　

(右上）
森田 貴之 増田 亮太 夏目 泉夏目 英俊

代表理事専務
鎌野 厚高木 一広 山内 唯晃 永田 晋也 長橋 隆史 村松 俊典 石田 政之

令和５年度　永年勤続表彰者
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担当：みかん園芸部　柑橘果樹課（TEL：054-284-9912）
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